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        札幌市立白楊幼稚園 №１ 令和５年７月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

研究テーマ『副主題』 研究実践園 

多様な保育・教育環境～長時間保育の実践～ 

『多様な教育・保育環境における幼児期にふさわしい生活のために』 

（豊平区）かっこう幼稚園 

（清田区）認定こども園にじいろ 

遊びを通した幼児期の学び 

『遊びを通した幼児期の学びとは』 

（白石区）きくすいもとまち幼稚園 

（厚別区）あつべつきた幼稚園 

特別支援教育 

『一人一人に寄り添い、共に育ち合う集団づくりのために』 

（西区）はまなす幼稚園 

（手稲区）手稲中央幼稚園 

幼保小接続 

『幼保小連携・接続のよりよい推進のために』 

（北区）白楊幼稚園 

（東区）ひがしなえぼ幼稚園 

家庭教育支援 

『園と家庭が一体となって子どもの育ちを支えるために』 

（中央区）中央幼稚園 

（南区）もいわ幼稚園 

 

 

多様な教育・保育環境 

（長時間保育の実践） 

幼保小連携 

・接続 

家庭教育支援 

特別支援教育 

遊びを通した 

幼児期の学び 

５つのテーマの保育実践研究 

札幌市の幼児教育を取り巻く状況、特徴、課題から 

～札幌市の幼児教育施設全体の質の高い教育・保育の実現のために～ 

札幌市立幼稚園・認定こども園では、幼児のよりよい育ちのために日々研究・研修を積み重ね“研究

実践園”として、その成果をお便りやＨＰ、地域公開保育等を通して発信しております。 

また、札幌市教育委員会では、札幌市の幼児教育を取り巻く状況や特徴、課題を受け、令和２年５月

に市立幼稚園の今後の在り方及び札幌市の幼児教育に関する方向性を示す「市立幼稚園の今後の在り方

に関する方針」（以下、「方針」という。）を策定しました。研究実践園では、「方針」の基本政策と関連

したテーマで研究に取り組んでいます。 

幼児教育センターホームページでは、研究実践園の取組をご紹介しています。 

https://www.city.sapporo.jp/kyoiku/youjikyouiku/yousenn/kennkyuu.html 

 



  今年度の研究について                            

 

 

 

 

 

 

 幼児期は遊びや生活を通して総合的に学び、小学校以降の学習の基盤となる芽生えを培う時期であり、小学校におい

てはその芽生えを伸ばしていくことが必要です。教科学習中心の小学校以降の教育活動では幼児期の教育と内容や進

め方が大きく異なるが、子どもの発達や学びは連続しており幼稚園から小学校への移行を円滑に接続する必要があり

ます。そのために、幼小互いの教師が『幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（１０の姿）』を手掛かりに、それぞれの発達

段階や教育内容、指導方法の違いや共通点について理解を深め、それぞれの指導方法を工夫し、子どもの学びをつな

げるという意識を深めることが必要であると考えています。 

 

 

 

 

 

 

 今年度の研究は、以下の３つの 

方法で進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    事例検討   

各学年の目指す幼児像を切り口

にした幼児の様々な活動の場面を

通して、幼児期の終わりまでに育っ

てほしい姿（１０の姿）で育ちを振り

返ったり今後の育ちを見通したりし、

援助の方向性を探っていきます。 

 エピソード（週案にて） 

 年度初めに、学びがつながる幼児

の姿について教師の思いや捉え方

の意見交流し、主体的・対話的で深

い学びの視点から幼児の姿をエピ

ソードで取り上げ、幼児の育ち、教師

の援助と環境構成について探り深

めていきます。 

  教師同士の連携  

授業参観・保育参観、参加・

合同研修会・研究会参加 

   幼児と児童  

運動会・学習発表会見学 

１年生・５年生との交流 

         環 境  

 グラウンド・プール・農園栽培 

など施設利用 

③ 
教師同士の 

連携 

① 
幼児の育ちを 

支える 
(事例・エピソード) 

zirei  
 

 

➁ 
幼児と児童の 

交 流 
（環境の交流） 

資質能力を 

共有 

学びを 
つなげる 

連携を図り意味の

ある活動にしてい

きます。 

小学校 

 

互いの教育について理解

を深め、連携・接続の望

ましい在り方について

探っていきます。 

白楊幼稚園 

ひがしなえぼ 

幼稚園 

幼稚園 

 

研究主題 「質の高い幼児教育の実現に向けて」（札幌市立幼稚園共通） 

        ～つながる ひろがる 札幌市の幼児教育～ 

副主題  『幼保小連携・接続のよりよい推進のために』（北区・東区共通） 

重 点     『子どもの学びをつなげる』（北区・東区共通） 

 

北区 白楊幼稚園 

東区 ひがしなえぼ幼稚園 

研究副主題と重点が 

共通です。連携して 

研究を推進しています！ 

研究通信１号と３月に発行予定

の最終号は２園合同で、その他は、

園ごとに発行します。今年度の研   

究通信は、北区・東区両方の区

の幼保小に配布します。ぜひお

読みください。 



 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（10の姿）とは！？  

  

幼児期は、遊びを通して総合的に学びます。幼児が、教師との信頼関係を基盤に、興味をもって取り組む直接的な

体験、友達との関わりなどの幼児期にふさわしい生活を積み重ねる過程で、特に５歳児の後半に見られる姿、それが

『幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（10の姿）』です。 

☆到達すべき目標ではありません。１つずつ取り出して指導するものでもありません。 

☆一人一人の発達の特性に応じて育っていきます。 

☆5歳だけでなく、3歳、4歳からの経験の積み重ねによって育っていきます。 

☆小学校の教師とも、この『１０の姿』を手掛かりに子どもの育ちの姿を捉え、幼小の滑らかな接続を進めて

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年長組『昨日登った円山を作ろう！』 

 円山登山遠足の翌日、昨日の楽しかった話題から、教師は遠足の共有体験を生かそうと考え、「また登りたいね。

幼稚園でも円山作れないかな?積木とか板とか?」と話しました。すると「ああそうだ!!作る作る!!」と、それぞれがイ

メージを形にする方法を考え始めました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

必要な物を考え、自分のイメージを友達に伝えて、同じ目的に向かって作ろうとしていました。出来上が
ると、それぞれのイメージで登山ごっこが始まりました。翌日も遊びは続き、弁当グッズ、熊よけの鈴など新
しいアイテムを作る幼児がいて、周りの幼児もそのアイディアを受けて真似したり自分のアイディアを重ね
たりして、友達とイメージを共有して楽しむ姿が見られました。 
教師が、戸惑っている幼児にヒントを出したり、友達の様子に気付かせたり、子どもたちのアイディアを認

め実現できるようすぐに対応したりしたことで、子どもたちの「もっと○○したい」につながっていました。 

それなら、こ

うすれば？ 

入り口はこう

だったでしょ。

どう作る？ 

幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（10の姿） 

自立心 協同性 
社会生活 

との関わり 

言葉による 

伝え合い 

道徳性・規範 

意識の芽生え 
健康な 

心と体 

数量・図形、文字等 

への関心・感覚 

自然との 

関わり 

・生命尊

豊かな 

感性と表現 

思考力の 

芽生え 

段ボールでお地蔵さん

作るわ。88番目の。四

角い中にいたでしょ。 

数量・図形、 

文字等への

関心・感覚 

『１０の姿』 

詳しくはこちら 

一つの遊びにいく

つもの『10の姿』が

見られます！ 

例えば… 

好きな遊びの

一コマから 

このような経験

を積み重ねて

『10の姿』が

育っていきます。 

思考力の 

芽生え 
社会生活 

との関わり 

豊かな 

感性と表現 

いいね！ここ 

押さえてるね！ 

ここは積木の

板でいい？ 

ガムテープ持って

くるね！ 

じゃあ、ぼくは頂上の

看板作るね。 

言葉による 

伝え合い 

協同性 


